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人
と
環
境
に
優
し
い 

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

～
㈱
ク
リ
ー
ン
ア
シ
ヤ
～

（
芦
屋
市
）

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
ア
シ
ヤ
（
代
表
取
締
役　

石
田
善
邦
氏
）
は
、
芦
屋
市
内
外
に
七
店
舗
を

展
開
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
。

世
界
特
許
の
グ
リ
ー
ン
ド
ラ
イ
洗
浄
方
式
は

界
面
活
性
剤
を
ま
っ
た
く
使
用
し
な
い
た
め
、

人
体
に
も
環
境
に
も
優
し
い
未
来
指
向
型
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
。

い
い
洗
い
、
い
い
品
質
を
提
供
し
な
が
ら
、

環
境
へ
の
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
当
店
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
広
く
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

（
関
連
記
事　

五
頁
）

■県連合会Letter� ２頁
・平成20年度　臨時総会

■商工会Letter� ３～５頁
・豊岡市 5町商工会合併に係る基本協定締結
・資源の再利用によるECOな取り組み（温泉町）
・生野鉱山ゆかりの「食」の復刻（生野町）
・新たな丹波ブランド商品化へ（丹波市）
・�猪名川町の名を広めた「しし肉はるさめ」（猪名川町）
・あなたのまちの元気な企業（芦屋市）

■特集� ６頁
・地域力連携拠点支援事業新任応援コーディネーター紹介

▲石田社長（写真中央）と従業員のみなさん
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県
連
合
会
は
、
三
月
二
十
六
日
、

舞
子
ビ
ラ
神
戸
で
平
成
二
十
年
度
臨

時
総
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
木
南
会
長
が
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
後
、
ひ
ょ
う
ご
玉
手
箱
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
商
工
安
全
共
済
・
商

工
貯
蓄
共
済
推
進
運
動
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
。
引
き
続
き
、
来
賓
の
兵
庫

県
産
業
労
働
部
・
中
村
部
長
、
県
共

済
・
田
中
理
事
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、「
国
際
経
済
と
兵
庫
県

経
済
の
見
通
し
」
と
題
し
、
日
本
銀

行
神
戸
支
店
の
清
水
紀
男
支
店
長
を

講
師
に
招
き
、
研
修
会
を
行
っ
た
。

研
修
会
終
了
後
、
和
田
山
町
商
工

会
の
阿
野
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、

次
の
五
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

①
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

② 

兵
庫
県
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

③ 

平
成
二
十
年
度
収
支
補
正
予
算
設

定
に
つ
い
て

④ 

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
設
定
に
つ
い
て

⑤ 

平
成
二
十
一
年
度
借
入
金
最
高
限

度
額
の
設
定
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
た
。

主
な
内
容
と
し
て
、
①
で
は
、
県

連
役
員
の
改
選
時
期
を
、
県
下
大
半

の
商
工
会
と
合
わ
せ
る
た
め
定
款
改

正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
②
で
は
、

職
員
退
職
金
共
済
の
特
別
掛
金
徴
収

に
つ
い
て
、
商
工
会
の
解
散
に
よ
っ

て
職
員
が
退
職
し
た
場
合
、
普
通
退

職
に
よ
る
支
払
給
付
額
と
の
差
額
を

徴
収
す
る
た
め
の
規
約
を
一
部
改
正

し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
都
市
に
負
け
な
い
地
域
の
再
生
を
目
指
し
て
」

～
平
成
二
十
年
度
臨
時
総
会
～

５
月
の
こ
よ
み

１
日
㊎　

�

県
青
連
通
常
総
会
、

第
一
回
幹
部
講
習
会

８
日
㊎　

正
副
会
長
会

15
日
㊎　

理
事
会

28
日
㊍　

通
常
総
会

６
月
の
こ
よ
み

19
日
㊎　

�

兵
庫
県
商
工
会
職
員

協
議
会
総
会

主な行事予定

県
下
統
一
地
域
活
性
化
事
業

　
（
ひ
ょ
う
ご
玉
手
箱
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

の
表
彰

【
最
優
秀
】

　

該
当
な
し

【
佳　

作
】

小
学
生
起
業
家
体
験
事
業

『
キ
ッ
ズ
あ
き
ん
ど
』

　

廣
瀬　

生
美
（
丹
波
市
）

『
商
工
会
地
域
リ
ー
ダ
ー
』
の
認
定

　

中
村　

嘉
雄 

（
県
連
合
会
）

地
域
産
業
の
振
興
事
業

　

大
藪　

恭
子
（
県
連
合
会
）

▲ 木南会長（写真右）より表彰を受け
る福崎町商工会後藤会長（写真左）

専 務 理 事
岡　田　奈良夫

事 務 局 長

安　平　一　志

総 務 部

部　長　安平　一志（兼）
部次長　岩佐　克己

部　長　細川　好昭

事 業 部

総務課

課　

長 

岩　

佐　

克　

己（
兼
）

課
長
補
佐 

三　

方　

啓　

子

主　

査（
会
長
秘
書
） 

前　

田　

容　

治

主　

任 

森　

添　

純　

代

主　

事 

仲　

埜　

大　

介

業務推進課

課　

長 

西　

村　

裕　

志

主　

幹 

吉　

田　

元　

紀

課
長
補
佐 

岩　

本　

省　

吾

主　

事 

新　

井　

智　

絵

指導課

課　

長 

吉　

谷　

文　

雄

主　

査 

原　

田　

美　

香

主　

事 

小　

林　

大　

輔

主　

事 

梅　

谷　

敦　

子

主　

事 

梶　

尾　

良　

太（
兼
）

商工会職員県連
帰属化担当

参　

事 

原　

田　

慶　

一

主　

査 

原　

田　

美　

香（
兼
）

主　

事 

小　

林　

大　

輔（
兼
）

主　

事 

梅　

谷　

敦　

子（
兼
）

主　

事 

梶　

尾　

良　

太

経営支援課

課　

長 

中　

村　

嘉　

雄

課
長
補
佐 

大　

藪　

恭　

子

主　

事 

中　

西　

裕　

樹

主　

事 

石　

原　
　
　

敦

組織支援課

課　

長 

安　

福　
　
　

均

主　

任 

武　

林　

志　

奈

主　

任 

中　

谷　

雅　

昭

主　

事 

村　

上　

裕　

子

広域指導センター
但馬支所

支
所
長
兼
合
併
・
組
織

運
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

三　

方　

芳　

明

主　

事 

丸　

岡　

史　

宏

応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

大　

西　

敏　

之

総合相談室

主
任
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
兼

帰
属
化
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

前　

田　

欣　

也

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

上　

山　

修　
一

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

宇　

田　

名
保
美

統
括
応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼

地
域
資
源
活
用
・

農
商
工
連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

穴　

田　

喜
代
嗣

兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
事
務
局
機
構
図

平
成
21
年
4
月
1
日
現
在

「
商
工
貯
蓄
共
済
」

「
商
工
安
全
共
済
」の

表
彰

両
目
標
達
成
商
工
会

・
中
町
商
工
会　

・
稲
美
町
商
工
会

・
神
河
町
商
工
会

・
市
川
町
商
工
会

・
福
崎
町
商
工
会

・
温
泉
町
商
工
会

 「
商
工
貯
蓄
共
済
」目
標
達
成

商
工
会

・
五
色
町
商
工
会

 「
商
工
安
全
共
済
」目
標
達
成

商
工
会

・
淡
路
市
商
工
会
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去
る
、
三
月
二
十
四
日
（
火
）
日

高
町
商
工
会
館
二
階
大
会
議
室
に
お

い
て
、
豊
岡
市
の
五
町
商
工
会
は
、

商
工
会
合
併
に
係
る
基
本
協
定
に
つ

い
て
締
結
し
た
。

当
日
は
前
段
で
午
後
二
時
か
ら
第

五
回
合
併
促
進
協
議
会
を
開
催
し
、

合
併
に
係
る
二
十
一
の
協
定
項
目
に

関
し
、
現
状
で
の
調
整
案
に
つ
い
て

確
認
を
行
っ
た
。

調
印
式
に
は
各
会
長
並
び
に
来
賓

の
中
貝
豊
岡
市
長
を
は
じ
め
三
十
七

名
（
内
訳
：
来
賓
二
名
、
商
工
会
委

員
二
十
四
名
、行
政
等
委
員
三
名（
代

理
含
む
）、
監
査
委
員
一
名
、
事
務

局
七
名
）
が
出
席
し
た
。

調
印
式
で
は
、岩
見
会
長
か
ら「
歴

史
も
産
業
構
造
も
違
う
五
町
の
商
工

会
が
一
つ
に
な
る
と
い
う
決
意
表
明

と
し
て
、
本
日
の
基
本
協
定
に
調
印

で
き
る
こ
と
に
感
謝
。
最
も
重
要
な

﹃
人
の
和
﹄
は
我
々
の
気
持
ち
次
第

で
あ
り
、
こ
の
記
念
す
べ
き
日
を
出

発
点
と
し
て
、﹃
地
域
に
夢
を
、
企

業
に
繁
栄
を
﹄
の
基
本
理
念
を
実
現

で
き
る
よ
う
五
町
商
工
会
が
心
を
一

つ
に
し
て
商
工
会
の
歴
史
を
刻
ん
で

い
き
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
た
。

事
務
局
か
ら
平
成
二
十
年
度
の
協

議
経
過
に
つ
い
て
、
昨
年
四
月
に
促

進
協
議
会
を
設
置
。
各
組
織
レ
ベ
ル

で
の
協
議
や
関
係
各
位
か
ら
の
指

導
・
支
援
、
そ
し
て
新
商
工
会
の
理

念
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
に
基
本

協
定
書
へ
の
調
印
が
執
り
行
わ
れ
た
。

生
野
町
商
工
会（
奥
藤
博
司
会
長
）

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
事
業
の
取

り
組
み
を
通
じ
、
地
域
再
生
へ
の
課

題
が「
食
」の
提
供
で
あ
る
と
し
て
、

「
生
野
鉱
山
社
宅
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
」

の
復
刻
に
乗
り
出
し
た
。

第
一
次
産
業
の
構
成
比
が
低
い
同

町
で
は
、
農
作
物
を
資
源
と
し
た
大

規
模
な
特
産
品
開
発
は
難
し
く
、
そ

こ
で
着
目
し
た
の
が
生
野
鉱
山
の
歴

史
を
資
源
と
し
た
「
食
」
の
復
刻
で

あ
る
。
か
つ
て
鉱
山
社
宅
で
食
さ
れ

て
い
た
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
復
刻
を
目
指
す
。
こ
の
ハ

ヤ
シ
ラ
イ
ス
は
、
洋
食
専
門
店
で
作

ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
東
京
か
ら
生

野
鉱
山
に
赴
任
し
た
職
員
の
奥
さ
ん

た
ち
が
、
社
宅
の
キ
ッ
チ
ン
で
作
っ

た
も
の
が
始
ま
り
で
、
こ
の
度
町
内

の
飲
食
事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
、

「
生
野
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
部
会
」
を
発

足
さ
せ
、
生
野
鉱
山
ゆ
か
り
の
地
域

の
「
食
」
と
し
て
商
品
化
（
飲
食
店

メ
ニ
ュ
ー
、
土
産
品
）
を
目
指
し
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

豊
岡
市
五
町
商
工
会
合
併
に
係
る

基
本
協
定
締
結

（兵庫県からのお知らせ）

４月から県民局組織の再編に伴い
商工労政課は県民室に配置されます

県では県民局組織を再編し、執行体制を簡素・合理化す
る一方、地域課題への統合的かつ機動的な対応を図るため、
県民局の政策の企画調整機能を担う「総務室」及び「県民
室」を設置します。

産業労働を担当する商工労政課は県民室に配置されます。

〈総務室・県民室の所掌事務〉
室　名 主な所掌事務
総務室 地域振興企画、経理、人事、調整、

広報・広聴、防災
県民室 県民運動・地域協働、産業労働、

環境保全、文化振興、消費者保護

〈県民局商工労政課一覧〉
神戸県民局 TEL：078－361－8637 中播磨県民局 TEL：079－281－9260
阪神南県民局 TEL：06－6481－7641（代） 西播磨県民局 TEL：0791－58－2144
阪神北県民局 TEL：0797－83－3155 但馬県民局 TEL：0796－26－3685
東播磨県民局 TEL：079－421－9317 丹波県民局 TEL：0795－73－3784
北播磨県民局 TEL：0795－42－5111（代） 淡路県民局 TEL：0799－26－2085

温
泉
町
商
工
会（
北
村
譲
次
会
長
）

を
は
じ
め
、
湯
村
温
泉
料
飲
組
合
・

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
・
食
品
加
工
会
社

等
に
よ
り
昨
年
十
一
月
設
立
さ
れ
た

「
み
か
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
協
議
会
」
は
、
美

方
郡
内
の
住
民
の
環
境
に
対
す
る
意

識
向
上
や
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
環
境

に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
以
下
Ｂ
Ｄ

燃
料
）
に
よ
る
「
資
源
の
循
環
と
地

域
負
荷
の
軽
減
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。Ｂ

Ｄ
燃
料
は
排
ガ
ス
の
大
気
汚
染

物
質
が
少
な
い
た
め
環
境
に
優
し

く
、
ま
た
廃
食
用
油
を
再
利
用
す
る

た
め
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
も
図
れ
る
利

点
が
あ
り
、
事
業
化
を
決
め
た
。

燃
料
製
造
の
プ
ラ
ン
ト
は
、現
在
、

有
限
会
社
清
美
社（
西
村
一
彦
社
長
）

の
敷
地
内
に
設
置
。
今
後
、
更
に
多

く
の
Ｂ
Ｄ
燃
料
を
製
造
す
る
た
め
、

一
般
家
庭
に
も
廃
食
用
油
の
提
供
を

呼
び
掛
け
て
い
く
。

生
野
鉱
山
ゆ
か
り
の
「
食
」
の
復
刻

〜
生
野
町
商
工
会
〜

資
源
の
再
利
用
に
よ
る

Ｅ
Ｃ
Ｏ
な
取
り
組
み

～
温
泉
町
商
工
会
～

▲ 左より、岡嵜会長（竹野町）、田岡副会長
（城崎町）、岩見会長（日高町）、中貝豊岡市
長、大橋会長（出石町）、岡田会長（但東町）
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新
た
な
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
商
品
化
へ

～
丹
波
市
商
工
会
～

丹
波
市
商
工
会（
村
上
康
充
会
長
）

は
、
三
月
二
十
五
日
、
神
戸
市
・
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
丹
波
の

森
の
物
語
」（
第
一
話　

丹
波
鹿
の
め

ぐ
み
）
と
題
し
、
シ
ェ
フ
に
よ
る
料
理

の
解
説
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
に
よ
る
試

食
で
、
百
余
名
の
方
に
鹿
肉
を
始
め

と
す
る
丹
波
市
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

丹
波
は
、
古
来
よ
り
農
産
物
の
生

産
に
適
し
た
気
候
と
風
土
に
恵
ま
れ

て
お
り
、「
大
納
言
小
豆
」「
丹
波
栗
」

「
丹
波
黒
豆
」
等
は
丹
波
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
農
産
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
特
産
品
を

開
発
す
べ
く
、
本
年
度
、
特
産
品
開

発
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
協
議
を

重
ね
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
同
市
の
地
域
資
源
に

指
定
さ
れ
、
量
も
豊
富
で
絶
滅
の
恐

れ
も
な
く
、
低
カ
ロ
リ
ー
・
高
タ
ン

パ
ク
、
鉄
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
も
多
く
含

み
、
食
肉
の
中
で
も
ず
ば
抜
け
て
ヘ

ル
シ
ー
な
鹿
肉
に
注
目
に
し
た
。

今
後
、
鹿
肉
の
商
品
化
を
目
標
に

引
き
続
き
、
鹿
肉
料
理
の
普
及
・
改

善
を
行
っ
て
い
く
。

中小企業の皆さんへ
手助けのふりをした勧誘・斡旋にご注意ください！
1 ． 中小企業倒産防止共済（セーフティ共済）や緊急保証制度

の利用のお手伝いをするといったFAX やダイレクトメール
などが送りつけられていませんか？

2 ． 貸付や保証を受けるためには会員になる必要があると思わ
せ、入会金、年会費や保証料を振り込ませるという事例が
発生しています。

３ ． 「中小企業に関係した組合に加入すれば有利な資産運用が
できます」など、不審な勧誘をする事例も出ています。

【注意事項 １】
中小企業倒産防止共済制度は、入会金、年会費や保証料は必要
ありませんので十分ご注意ください。

〈問い合わせ〉（独）中小企業基盤整備機構　経営安定企画課
　　　　　　　電話　0３－5470－1540　URL：http://www.smrj.go.jp/
【注意事項 ２】
■ 信用保証協会では、金融斡旋屋などの第三者が介入した保証

を取扱いません。信用保証協会と似た名前で来る、FAX、ダ
イレクトメールなどには十分ご注意ください。

　 なお、信用保証協会は、所定の保証料以外に、相談料、手数料、
入会金などをいただくことはありません。

〈問い合わせ〉（社）全国信用保証協会連合会
　　　　　　　電話　0３－682３－1200
　　　　　　　URL：http://www.zenshinhoren.or.jp/

猪
名
川
町
商
工
会
（
辻
口
悦
司
会

長
）
は
地
域
資
源
を
使
っ
た
特
産
品

を
開
発
し
よ
う
と
し
し
肉
を
使
っ
た

商
品
「
し
し
肉
は
る
さ
め
」
の
試
作

を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
度
、
同
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
味
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
販
売
価
格
等
の
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
た
め
、
三
月
七
日
、

八
日
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
さ

れ
た
「
第
�6
回
大
阪
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
9
」に
参
加
し
た
。

同
商
品
は
ぼ
た
ん
鍋
を
手
軽
に
食

べ
て
も
ら
う
た
め
、
赤
味
噌
を
使
っ

て
、
し
し
肉
、
は
る
さ
め
、
白
菜
、

ゴ
ボ
ウ
、
ネ
ギ
を
カ
ッ
プ
に
入
れ
、

お
湯
を
注
い
で
で
き
あ
が
る
。
し
し

肉
は
町
内
専
門
店
か
ら
、
味
は
町
内

の
ぼ
た
ん
鍋
専
門
の
料
理
店
の
協
力

を
得
て
試
作
を
繰
り
返
し
、
は
る
さ

め
と
の
組
合
わ
せ
で
百
三
十
七
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
と
ヘ
ル
シ―

に
仕
上
げ
た
。

二
日
間
で
三
万
人
以
上
の
入
場
予

定
で
、
ど
の
程
度
試
食
し
て
い
た
だ
け

る
か
不
安
で
あ
っ
た
が
、
開
始
時
間

に
な
る
と
長
蛇
の
列
が
で
き
、
調
理

が
間
に
合
わ
な
い
程
で
あ
っ
た
。

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
、

今
年
の
秋
の
販
売
に
向
け
、
町
の
名

物
特
産
品
を
目
指
し
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
、
改
善
を
続
け

て
い
く
。

猪
名
川
町
の
名
を
広
め
た

「
し
し
肉
は
る
さ
め
」

～
猪
名
川
町
商
工
会
～

▲しし肉はるさめを求める行列
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株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
ア
シ
ヤ
（
代

表
取
締
役　

石
田
善
邦
氏
）
は
、
芦

屋
市
内
外
に
七
店
舗
を
展
開
す
る
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
あ
る
。

同
社
は
、
徹
底
的
に
環
境
に
配
慮

し
、
か
つ
衣
類
を
傷
め
な
い
技
術
と

し
て
特
許
を
取
得
し
た
「
グ
リ
ー
ン

ド
ラ
イ
」と
い
う
方
法
を
取
り
入
れ
、

品
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

人
と
環
境
に
優
し
い
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法

「
グ
リ
ー
ン
ド
ラ
イ
」
は
、
通
常

の
使
用
済
み
の
溶
剤
（
洗
濯
物
を
洗

う
液
体
）
を
ろ
過
し
、
循
環
さ
せ
て

使
用
す
る
方
法
で
は
な
く
、
界
面
活

性
剤
を
使
用
し
な
い
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

技
術
で
、「
蒸
留
装
置
」
で
純
粋
な

溶
剤
だ
け
を
再
液
化
す
る
。
そ
の
た

め
、
い
つ
で
も
新
品
の
溶
剤
を
供
給

す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
衛
生
的
で

清
潔
な
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

特
徴
と
し
て
、
①
化
学
物
質
が
衣
類

に
残
留
し
な
い
②
臭
い
が
な
い
③
色

彩
が
鮮
や
か
に
な
る
④
風
合
い
が
自

然
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
人
に
も
繊

維
に
も
優
し
い
技
術
で
あ
る
。

通
常
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
使
用
さ

れ
る
石
油
系
溶
剤
は
一
連
の
過
程
に

お
い
て
環
境
汚
染
の
一
因
と
な
る
可

能
性
が
高
い
が
、
グ
リ
ー
ン
ド
ラ
イ

は
完
全
ク
ロ
ー
ズ
ド
洗
浄
方
式
で
、

環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め

て
い
る
。

現
在
の
取
組

「
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
が
一
番
。

ご
満
足
い
た
だ
く
た
め
、
常
に
工
夫

し
て
い
ま
す
」
と
社
長
は
語
る
。

例
え
ば
、
通
常
、
店
側
が
引
取
り

日
を
指
定
す
る
が
、
同
社
で
は
顧
客

側
が
引
取
り
日
を
指
定
す
る
。
顧
客

は
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
引
取
り

に
行
く
こ
と
が
で
き
、
店
側
も
、
そ

の
日
に
合
わ
せ
て
、
作
業
日
程
を
組

む
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
受
注
は

春
先
に
集
中
す
る
の
で
、
春
の
繁
忙

期
と
夏
の
閑
散
期
の
間
で
人
員
体
制

や
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
必
要
が
あ

り
、
業
務
量
の
平
準
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
三
月
よ
り
新
サ
ー
ビ
ス

「
衣
類
保
管
」
業
務
を
開
始
し
た
。

お
客
様
の
大
切
な
衣
類
を
保
管
し
衣

類
の
整
理
を
手
助
け
す
る
と
と
も

に
、
店
に
と
っ
て
も
年
間
作
業
量
の

平
準
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
石
田
氏
は
、
定
期
的
に
同

業
種
の
経
営
者
と
勉
強
会
を
行
い
、

常
に
顧
客
満
足
を
高
め
る
工
夫
を
考

え
て
い
る
。

社
長
の
思
い

石
田
氏
は
、
常
に
「
お
客
様
に
ご

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
品
質
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
自
ら
営
業
に
回
り
、
顧

客
に
他
店
と
の
違
い
を
説
明
す
る
。

「
界
面
活
性
剤
を
使
わ
な
い
家
庭

用
洗
剤
﹃
爽
快
﹄
も
提
供
し
、
環
境

へ
の
配
慮
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
」
と

語
る
。商

工
会
へ
の
期
待

現
在
、
Ｈ
Ｐ
は
構
築
中
で
あ
り
、

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
が
出
来
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
今
後
は
商
工
会
の
Ｈ
Ｐ
や

百
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
を
検
討
し
て
い
る
。

「
商
工
会
に
は
、
地
域
住
民
や
企

業
の
目
線
に
立
っ
て
、
今
後
も
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
石
田
氏
は
語
っ
て
い
る
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑧

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
ア
シ
ヤ

～
芦
屋
市
～

50 企業概要
①企業名　株式会社　クリーンアシヤ
②代表者名　代表取締役　石田　善邦
③住所　兵庫県芦屋市茶屋之町 2 －12
④電話　07₉7－25－2225
　FAX　07₉7－25－2228
⑤資本金　2，000万円
⑥創業年　平成12年
⑦従業員　３8名
⑧商工会員歴　３0年

▲本店外観

▲作業風景－あざやかな手つきで仕上げを行う。

▲ワイシャツプレス工程
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621 平成2�年４月20日

平成21年度新任応援コーディネーター紹介
山本　義明
【主な資格】　中小企業診断士、
　　　　　　社会保険労務士
【担当地域】　中播磨
【常 駐 先】　福崎町商工会

【会員企業へのメッセージ】
はじめまして、山本義明と申します。この度、ご

縁がありまして応援コーディネーターとしてお世話
になります。今まで個々の企業様に対して経営革新、
地域資源、業務改善等を支援してまいりましたが、
商工会と協力してより深く、地域活性化のお手伝い
をしたいと思っています。どうぞよろしくお願いい
たします。

松本　茂樹
【担当地域】　西播磨
【常 駐 先】　たつの市商工会

【会員企業へのメッセージ】
私のミッションは、地域の中小企業が元気になり、
そして地域が活性化することです。
30年間、金融機関で中小企業の金融に携わり、
また地域活性化に取り組んできました。こうした経
験と人的ネットワークを生かして、利他の精神で一
生懸命に任務を遂行させていただきたいと思ってお
ります。中小企業の社長さんたちと熱い夢について
語り合うのが私の人生の喜びです。一緒に夢を実現
させましょう。お気軽になんなりとご相談ください。

貯めて、使える。

厳しい雇用失業情勢を踏まえ、雇用保険制度のセーフティ
ネット機能及び失業された方に対する再就職支援機能を強化す
るため、雇用保険制度を改正しました。

◆主な改正事項は以下のとおりです。
　１．雇用保険の適用範囲の拡大
　２．�雇止めとなった非正規労働者に対する基本手当の受給資

格要件の緩和と所定給付日数の拡充
　３．再就職が困難な方に対する給付日数の延長
　４．再就職手当の給付率引き上げ及び支給要件の緩和
　５．常用就職支手当の給付率引き上げ及び支給対象の拡大
　６．育児休業給付の統合と給付率引き上げ措置の延長
　７．雇用保険料の引き下げ
詳しい改正内容等については、最寄りの公共職業安定所（ハローワーク）に

お尋ねください。
また、改正内容については、厚生労働省HPにおいても確認できます。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/koyouhoken.html

平成21年度３月31日以降

雇用保険制度が変わりました‼
平成２１年 ４ 月より新たに
福崎町商工会の地域力連携拠点・

事業承継センター開設
４月１日、地域力連携拠点窓口を開設

しました。
中播磨地域の小規模事業者等の経営力

の向上を促進するために、福崎町商工会
に拠点窓口を設置いたしました。
積極的にご活用をお願いします。
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